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社会 教育 活動 の 実施 
小学 生 、 証 学 生 に 水 楼 生 物 に 対す る 関 を 深め る 作 に 、 
議 泡 会 を 開き まし だ た < 生物 の 実 中 を つぶ き に 見 を が ちの 
譜 激 に 子供 吉 も 友 党 に 興味 を 持っ だ よう で す ・ 
45 年 10 月 市 内 小 ・ 中 学校 
45 年 1 月 東京 サン アー スタ クー た 
45 年 12 月 地元 子供 会 
46 年 3 月 概 泊 市 野毛 山 動 物 較 友 の 会 
そ の 盾 も ー 希 望 の 学校 団体 に は 実 如 を し て お り ま す 。 
( 講 令 内 容 > 
a) 水 と 生物 上 流 、 中 流 、 下流 の 生物 、 湖 、 硫 、 
岩場 、 巡 含 、 サ ン プ 麺 の 生物 
ゃ ) 氷 哨 多 動 物 の 生活 シャ チー ィ ル カ の 語 
この 能 に 生き だ 教材 の 答 川 シー ワー ル を 楽し く 電 強 
用 命 下さ い < 


、 ネ ライ ド 等 に より 


れ ま す の で ご 利用 きい < 


記 
ュ 。 因 間 4 月 24 昌 より 5 月 3 日 まで (但し 土 ・ 体 日 
基 び 始 ・・2・4 日 は 除く ) 
myM 新宿 玩 年 前 7 時 9 分 (見 学 時 間 3 時 間 ) 
W 川 着 午前 10 時 36 分 
爾 川 玩 年 語 2 時 43 分 
新宿 首 午 后 6 時 12 分 
1. 料金 小学 生 610 円 ( 在 入 列車 バス 任 、 
車 学生 。 910 円 
校 生 1010 円 入 圏 料 含み ) 
寺 生 729 円 
付 添 1230 円 
四 ッ 表側 委 の 末 ー〒 葉 間 で 入鹿 が あれ ば 
の 都度 佑 車 し ます < 
お 問合せ 、 お 申込 み は 
昌 本 交通 公社 ・ 近 幾 日 本 ツー リス トー 日 本 旅行 ・ 
東急 製 光 ・ 名 鉄 観光 京王 観光 の 各 営 業 所 一 


ュ ン タール 表彰 式 
全国 児玉 園 上 動物 画 コ ンク ー ル 開催 
呈 李 動物 園 水族 館 協 会 の 主催 に よ る 全国 児 衣 、 園 児 動 
物 面 コン クー ル が 毎年 催 き れ 、 中 年 は 17 回 目 に て 当 昌 川 
シー ワー ルド も この 位 し に 参加 し 県 の 小学 校 ビ 呼び か 
作品 の 基 信 を 致し まし た 所 、 地 索 融 上 市 東条 小学 
校 及 び 吉 尾 小 学校 よ り 応 が あり ま し た = 昌 本 多国 より 
9 の 作品 が 寄せ られ 審査 の 績 川 シ ー ワ ー ル ド 
作品 より 次 の 様 を 受賞 数 し まし だ < 
屋久 全国 の 1 年生 笑 各 者 8 名 中 る 名 が 愛人 深き れ ま 


し た 
受賞 者 鴨川 市 立 小学 校 
年 松田 みず えき ん 
1 年 高 加 1 
銀賞 受賞 者 鴨川 市 立 東条 小学 校 
4 年 江 人 道 吾 若 


上 の 全国 受賞 が あり 鴨川 と 
受 深 式 を 行い よい す 達 と 
大 に 並び を 別 ち 合い まし た ・ 相生 も 開催 子 定 で す の で 多 
数 多加 きれ ます 様 ち お 願い 数 し ます < 


哀 入 了 岡 料 金 (学校 団体 特別 料金 ) 


付 浅 人 400 円 
幼稚 岡 に 隈 り 付 滴 人 人 付 の 遇 児 は 無料 


表紙 説明 きか また (シャ チ ) 07cinuS 97CO 

サカ マタ は - 間 界 の 洪 に 生 括 し 尋 天 体 医 が 9 束 に も 
り 、35 年 位 の 春 命 を も つ 動物 で 魚 は 勿論 、 サ ノ ・ オン ト 
モイ 、 いて は クジ ラ 類 まで お そっ て 約 べ て し まう の て 
で 全 な 錠 の みな ら ず 本 社会 に まで 知ら れ で てい 
す < 

し か し 、 飼 育 し て みる と - 洛 に お いて 天 需 が 無く 事 怖 
心 を まっ たく も っ て いな い の が ' 境 いし て - 係員 と の 友好 
関係 も すみ や か に 出来 実に すばらし い 色 々 な 芸 を お ぼ 
えて くれ まし た < 


お 申し 込み 、 お 問合せ は 


ま 


生物 の 豆 辞 典 1972・ 3 ・No. 1 


魚 を 飼う 


魚 を 飼育 する こと で 大 事 な 瑞 楽 は 5 つ に 分 けら れ ま す 。 
1 ユ . 水質 

(④ 水 温 は 水族 の 適 水 温 範 囲 で 偏 育 する こと 、 熱 乏 魚 
は 25YG (22 一 28 で ) 交通 人 は 20C (15 で 一 23) 
冷 炒 魚 は 15'G (18' で 以下) 又 3'C 以 上 の 玉 温 の 候 
激変 化 は 絶 応 に きけ る こと で す 。 

(@ 塩 分 着 庶 ( 標 准 比重 ) 海水 名 1.023 (1.020 一 1.028) 
半 海 水 父 1.015 人 堪 海水 は 無 座 権 は 飼い 良い が 、 
鍋 類 は 飼 v い 。 

姓 過 、 ぶ ラン ス 型 は 植物 の 席 酸 回 化 作用 を 利用 す 
る 方 法 (海水 の 場合 今 の 所 よく あり ませ ん )。 補 環 
建 過 型 は 砂 潤 過 植 を 設け エア ー ボ ンプ で て 水 を 補 環 
きせ 酸素 を 補給 し 、 濾 過 細 陣 が 有機 物 を 無機 物 に 
客 え 水 を 再生 する 方 法 。 

・ 餅 料 

促 は 魚 竹 に よっ て 刈 い ます 。 活 錠 (いき え ) が 一 番 良 
い が 制 商 で す 生 餅 は 大 きき や の り 方 に よっ て 食べ な 
く な る こと が ある 。 配合 錠 料 は 小角 に 限ら れる 
が 海水 魚の 中 で も テア イプ 、 ニ ラ 類 等 は 食べ る 。 給 
全 の 時 残 錠 が で な いよ うに 注意 する こと 。 
・ 種苗 
水槽 の サイ ズ に 合っ た 魚 、 行 動 の 良い 傷 が な く 
色 の 良い 健康 的 な 魚 を 選ぶ こと 。 
・ 魚 病 
早 甚 発見 、 早 期 治療 が 鉄則 。 自 吾 病 は 呼吸 数 の 
典 常 、 他 に 体 色 、 食 欲 の 悪化 、 傷 簿 日 常 の 注意 観 
奉 を する こと 。 
・ 生 越 
物 影 に ひそ 凶 、 縄 張り を 持つ 魚 等 が いま す の 
で 魚 に 合う 岩 組 や 植物 を 植え る こと 。 小道 具 を 寺 
き 喧 所 や お ち つ ける 場所 を 作る こと が 大 事 で す 。 


寺 


魚 を 展示 する 事 

自然 界 で 水中 の 生物 を 良く 見 る 事 が で きれ ば 良い の で 
す が 昌 も が 安易 に 南 の 海 に 潜っ た り 川 の 急 を 見 に 行け ま 
せん 。 そこ で 水村 に 魚 を 展示 し て み ラ ス 越 し に 観察 する 

、 人 聞 も 自然 界 の 一 部 で ある と いう 事 を 理解 さ 
せ て お り ま す 。 

展示 する 方 法 と し て 水 捕 に 特徴 を 持た せ 個 々 の 生物 の 
代表 的 な 生 表 の み を 強 再 し て 見 せる 方 法 と 、 双 自然 界 を 
再現 し その 生物 の 置か れれ て いる 環境 を 解り や すく 見 せる 
方 法 6 起 みろ られ まし た が 、 い ずれ も ディ スプ レー で 設備 
に 大 変 覧 用 が か か る 狗 、 小 規 栓 を な も の に と ど ま っ て い 
まし た 。 

し か し 動物 の 個体 否 は 気候 的 迫 因 、 地 形 的 胡 因 、 主 地 
的 柚 因 、 生 物 的 愛 因 、 人 狗 的 要因 、 さ ら に 、 そ の 個体 群 
自体 に 内 在 す る 傾向 に 制約 され て 変動 し て いる と いう 理 
訟 が あり ます 。 

そこ で 我々 は この 理論 を 具体 化す る 為 、 水 の 一 生 を < ヾ 
ッ ク テ ー に 取り 上 げ 、 天 々 的 視聴覚 に よる 総合 展示 
を お 見 せ す る ペン ノリ ウス (Panorama 一 aquarium ) を 作り 
EE まだ 5 

これ は 我々 飼育 係 具 の 夢 で あり 、 ま た だ 明 日 の 展示 方 法 
へ の ステ ッ プ と し . て の 導 行 で も あり ます 。 


気候 的 要因 
地形 的 要因 


土地 的 要因 ーーー タ アツ 生物 的 要因 


1) 気候 要因 水温 、 陸 水量 、 風 、 日射 量 

2) 地形 要因 陸地 や 未 低 の 傾斜 と 傾斜 方 向 

3) 土地 要因 地質 ( 泥 ・ 砂 ・ 太 利 ・ 岩 ) 

4) 生物 要 因 植物 や 他 の 動物 の 影響 や 食物 連名 


柏 未 ・ 浴 ・ 排 水 ・ 自然 破 填 mg) 


ノリ ウス 


海 償 と 魚 と の ちがい に つい て 

海 に 生 蛋 する 中 乳 動物 を 総称 し て 「 海 産 貴 乳 動 物 」 又 
は 、「 海 峡 」 と 呼ん で いま す 。 

海獣 の 仲間 に は 世界 最大 の 動物 、 シ ロナ ガス 触 を 含む 
「 航 類 」 オ ッ ト モ イ 等 の 「 鱗 脚 類 」 み ワウ ソン や ラッ コ 等 
の 「 肢 脚 類 』」 そ し て 、 人 魚 と 麗 え た ジュ ゴン ペン ナ ティ 
一 等 の 「 海 生類 」 な ど が あり ます . 

これ ら の 海獣 た ち は 、 大 葵 に は 際 上 生活 を し て いま し 
た が 水中 に 進出 し て 行き 、 そ こ で 適 屯 進化 し て 現在 に 王 
っ た と 考 そ られ て いま す 。 水中 生活 に 適応 し た ぬ 、 余 類 
と 類似 し た 形態 を 有する も の が 多く 、 そ の 為 に 葵 か ら 海 
内 類 を 魚類 と 混同 し て 考え て いま し た 。 し か し 、 最 近 の 
科学 の 発達 は 、 は っ きり と 海 内 と 急 類 の 相 信 を 明らか に 
し て くれ まし た 。 それ で も 今 だ に その 相 人 に つい て 、 明 
確 に 認 設 し て いる 人 は 少な いと 思わ れ ま す の で 、 こ の 柏 
邊 に つい て 、 海 内 の 代表 的 な 錠 類 の 例 を 掲げ て 、 急 類 と 
の 比較 を し て まし ょ う 。( 魚 類 の 詳 し い 説 明 は 省 路 し ま 
す 。) 

まず 般 類 は 喜 箇 で あり 、 仔 は 王 体 内 で 育ち 一 定期 間 生 


乳 で 貴 育 され ます 。 そし て 、 呼 吸 を する 穴 、 噴 気孔 を 有 
し 肪 其 で 空気 呼吸 を 行い ます 。 文 、 尾 錠 、 疹 魚 、 胸 魚 を 
有 し ます が 、 背 魚 と 尾 鮨 は 皮膚 の 盛り 上 り で 結 締 組織 か 
ら 成り 、 魚 の 倍 な 骨組 織 で は あり ませ ん 。 それ に 尾 農 は 
水平 に 位置 し 、 胸 魚 に は 手 の 様 な 骨 が あり ます 。 度 府 は 
な め ら か で 鱗 が 無く 、 少 な いけ れ ど も 体 の 一 部 に は 、 毛 
みか 毛 の 訟 味 を 有 し ます 。 こ の 儀 に ざっ と 提げ た だ け で も 
魚類 と 異 っ て いま す 。 ( 涼 配 ) 


イル カ の 調教 法 
我々 の 生活 に は 馴染み の うす い 、 し か も 水中 生活 を し 
て いる イル カ が 、 目 の 前 で 多種 多様 な 曲 革 を 披露 する の 
を 見 て 、 多 く の 人 々 が 「 ど うし て 教え る の か ?」 と いう 
言葉 を な げ か け で くる 。 そこ で 、 イ ルカ の 再 孝 法 に つい 
て 個 単 に 配 し て みる こと と し た 。 
まず 基本 と な る の は 
・ イ ルカ の 生前 (行動 も 含む ) を 良く 知る 事 ( 生 胡 
学 的 知識 ) 
、 サ イン 並び に 呼 笛 と 相 賞 で ある エサ と の 結び つけ 
を 完成 きせ る 事 (条件 反射 の 確立 ) 
・ 教え よう と する 動作 を みち びき 出し て 良く 理解 き 
せる 事 (エデュ ケイ ショ ン の 完成 ) 
・ 体力 、 能 力 に あっ た 訓練 を すす め る 事 (スケ ジュ 
ー ル の 作成 ) 時 で す 。 
次 に 教え 方 に つい て は 、 
1. あき させ な い 作 に 断続 的 に 同じ 事 を 何 回 も 可 り か 
えす こと = 
2. 抜 数 の イル み を 扱う 折 に は 、 強 弱 の 観念 を 取り 除 
き 安心 し で 物 を 憶え させ る よう 各個 体 の 給 飼 場 所 
を 決め 、 惑 怖 心 を 無く させ る こと 。 
3. 可能 な か ぎり 同一 スケ ジュ ー ル に て 則 練 を 進歩 さ 
せる こと 。 但し 、 各 個体 の 適性 に あっ た 沖 練 を す | 
る こと 。 
な ど に 注意 し な けれ ば な ら な い 。 
以上 の よう な 方 法 で イル カ は 沖 練 きれ て ゆく が 、 よ り 
作 率 的 に 教え て ゆく 最も 重要 な ポイ ント は 強制 的 に 教え 
る の で は な く イ ルカ 自身 の 遊び の 行動 の 中 か ら 1 つ の 6 
の を と りあ げ 形 作っ て 行く よう 努め る こと で ある 。 なぜ 
な ら ば 、 こ の 方 法 が 地 も 短期 間 に 理解 し で くれ る か ら で 
ある < 


魚 と 海獣 の 比較 ( 西 聴 昌治 より ) 海 着 の 杯 の 上 で アワ 詞 を みか かえ 


